第　10　分　科　会

	タイトル
	「地域力」「現場力」アップにむけた学び合い

	推進委員
	座　長：村　上　哲　也（大都市共闘教育部会）

副座長：瀬　戸　　　弘（宮城県本部）

記　録：大和久　　　正（千葉県本部）

　　　　服　部　憲　典（岡山県本部）

	本部推進委員
	西　田　一　美（総合企画総務局長）

	担当書記
	松　村　綾　子（総合組織局）


	項　　目
	内　　　　　容

	(１)　テーマ
	「学び合い」を通じて「地域力」「現場力」「住民力」をいかに高めるか

	(２)　特徴的情勢
	①　東日本大震災の際の避難時やその後の避難所運営などにおいて、行政組織自身も被災し、その機能が十分に発揮できなかった際に、コミュニティの力が発揮されたケースが多く見られた。

　　非常時におけるさまざまな課題解決においては、日ごろ培ってきた住民自治のしくみや人のつながりなどが力を発揮することが改めて見直されている。

②　社会が多様化・複雑化するとともに、行政の財政状況が改善されない中で、日常的な地域の課題に対しても、行政だけでなく、地域住民・企業・ＮＰＯなどのさまざまなセクターが解決・改善にむけた役割を担うことが必要となっている。




	項　　目
	内　　　　　容

	(３)　主要論点・実践課題
	①　「学び合い」の芽をどう育むか

　　地域住民が主体的にまちづくりに関わるための知識や技術、意識づけやネットワークは、日常的な「学び合い」を通じて獲得・蓄積されるものである。行政として、地域とどのような関わりをもち、「学び合い」の環境整備や支援をどのような形で行っていくのかについて考える。

②　「学び合い」の土壌を耕すためには

　　2009年に発行された「自治労の地域教育改革16の提言」においても、地域コミュニティと教育施設（学校や社会教育施設）との関わりについて述べられており、実際の現場で働く自治体職員がどのような形で地域と主体的に関わり、どのようにともに「学び合い」を深め、スキルアップしていくかについて議論する。

	(４)　企画内容とプログラム・時間割り（役割分担）
	９：00　　開会・座長あいさつ

９：10　　基調提案（助言者より）

９：40　　要請レポート発表

　　　　　● 仙台市職員労働組合教育学部　今川　義博

　　　　　● ＮＰＯ法人学童保育むぎっ子　加藤　和彦

　　　　　● 三次市職員労働組合　　　　　下野　真弓

11：00　　パネルディスカッション

12：00　　昼食休憩

13：00　　パネルディスカッション再開

14：30　　自主レポート報告・意見交換

16：40　　助言者総括

17：00　　閉　　会


	助言者紹介
	田口　康明

1962年生まれ、鹿児島県立短期大学教員

自治研地域教育政策作業委員会　座長　

著書：『転換期の教育政策』（共著）八月書館、1998年

論文：「地域施設としての学校」『季刊　教育と文化』62号、2011年ほか
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